
別紙３

第１報～第１2報にてお知らせ済の事例（発生日順に整理）

経済産業省（No.46消費者
庁）から情報を入手した日

No. （報告事例を企業が認識
した日）

事故発生日 事故発生場所 被害分類 事故概要

平成22年4月5日 北海道 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成22年2月18日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年8月2日 北海道 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年7月23日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月14日 大阪府 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年5月31日 和歌山県 被害者　女性
（平成19年5月21日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月8日 宮崎県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月1日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月14日 東京都 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月18日 愛知県 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月5日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成20年2月14日 大阪府 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成20年2月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年8月3日 長崎県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年7月24日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月18日 千葉県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月5日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した

平成18年頃

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

29 平成17年

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

40 平成17年6月頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

31 平成18年頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

24

4

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

製品名：　デスクマット
製造事業者　コクヨＳ＆Ｔ(株)　「抗菌デスクマット『デスクマット軟質（非転写・抗菌仕様）』」

報告事例の概要

21 平成19年4月下旬 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

38 平成19年4月

平成19年2月

46 平成21年4月 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

45 平成18年頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

20 平成18年頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）



経済産業省から情報を入
手した日

No. （報告事例を企業が認識
した日）

事故発生日 事故発生場所 被害分類 事故概要

平成19年10月9日 東京都 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年9月27日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月7日 鳥取県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年5月30日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月14日 平成16年頃 大阪府 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年8月3日 神奈川県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年7月24日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年7月20日 平成15年6月頃 愛知県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年7月13日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年5月31日 平成15年 兵庫県 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年5月22日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月14日 平成14年頃 北海道 被害者　女性
（平成19年6月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月18日 平成14年頃 熊本県 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月8日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月22日 平成14年頃 東京都 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月12日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年9月25日 平成13年10月頃 大阪府 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年9月14日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した

36 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

22

35 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

25 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

42 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

製造事業者　コクヨＳ＆Ｔ(株)　「抗菌デスクマット『デスクマット軟質（非転写・抗菌仕様）』」

平成17年頃

7 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

37 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

39 平成16年頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

16 平成17年頃 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

43

製品名：　デスクマット

報告事例の概要



経済産業省から情報を入
手した日

No. （報告事例を企業が認識
した日）

事故発生日 事故発生場所 被害分類 事故概要

平成19年6月7日 平成13年頃 神奈川県 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年5月30日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月14日 平成13年頃 宮崎県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月4日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月18日 平成12年 熊本県 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月5日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年8月3日 平成12年頃 千葉県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年7月24日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年5月25日 平成11年7月 青森県 被害者　20歳代女性　　　　　　　　職場で
（平成19年5月15日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年11月15日 平成11年頃 新潟県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年11月6日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月18日 平成11年頃 栃木県 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年6月5日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月8日 不明 北海道 被害者　女性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年5月31日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した
平成19年6月8日 不明 北海道 被害者　男性　　　　　　　　　　　　　職場で
（平成19年5月31日） 当該製品を使用していたところ、アレル

ギー性接触皮膚炎を発症した

事業者による追跡調査の結果、報告の対象（治療に要する期間が30日以上等）でないことが判明したため、既報の表から削除した整理番号

No.２，３，５，６，８，９，１０，１１，１２，１４，１５，１９，２６，２７，２８，３３，３４

製品名：　デスクマット
製造事業者　コクヨＳ＆Ｔ(株)　「抗菌デスクマット『デスクマット軟質（非転写・抗菌仕様）』」

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

1

44 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

23 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

18 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

17

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

13

報告事例の概要

32

41

負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）

30 負傷又は疾病（治療
に要する期間が30
日以上）


